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研究成果の概要（和文）：大きく分けて次の四項目について研究を行った。第一にインドネシア

における、オーストロネシア語族の言語で絶滅の危機に瀕した少数民族の言語を調査し、記述・

分析すること分析した。第二に活力が失われ絶滅に瀕した言語が示す特徴を記述・分析した。

第三に類型論的な視点からスラウェシ島の諸言語が示す統語論体系の移り変わりを分析した。

第四に少数民族の人々が置かれている社会言語学的状況をアンケート調査により考察した。 

 

研究成果の概要（英文）：The research was done in the following four fields.  First, minority 

languages in Indonesia, which belong to Austronesian family, are described and analyzed.  

These languages are severely endangered.  Second, features which are observed in 

languages which undergoes language shift are described and analyzed.   
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１．研究開始当初の背景 

 インドネシアには700を超える言語が存在
するが、スラウェシ島の北部州には 11 の少
数民族言語があり、ほとんどの言語が記述不
十分である。しかし、若い世代への民族語の
伝達がされておらず、このままいくと数十年
後には消滅する危険がある。 

 

 

 

２．研究の目的 

 (1) 第一に、Bantik 語、Talaud 語といっ
た記述の不十分な言語の現地調査を行い、信
頼に足るデータを収集する。そして、分析・
研究の結果を辞書・文法書にまとめることを
最終的な目的に据えつつ、随時論文として結
果を公表していくことである。また、その他
のミナハサ諸語に関して文献の収集を終え、
次に調査対象とする Tonsawan 語について、
現地で先行調査を行い、調査協力者を確保し
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た。 

(2) 第二に、Bantik と Talaud に加え、他
の研究者がデータを収集した Ratahan と先
行文献が多い Sangir 語の四つのサギル諸語
を比較することである。 

(3) 第三に、各言語が話されている地域で、
インドネシア語マナド方言と少数民族言語
がどのような使用範囲を持っているか、また
それぞれの言語に関するイメージなどを調
査し、社会言語学的な考察を行うことである。 

 

 

３．研究の方法 

 (1) 第一の目的に関しては、それぞれの民
族語の話されている地域で現地調査を行っ
た。 

①Bantik 語に関しては、北スラウェシ州の
州都マナド市周辺の村々、特に Buha 村と
Bengkol 村を現地調査地域とし、調査協力者
と面談して言語調査を行う。 

②Talaud 語に関してはタラウド諸島の
Salibabu 島の中心地、Lirung 市に赴いて、
調査協力者との面談を通じて言語調査を行
った。 

 ③それらの現地調査を経て得たデータを
整理し、分析して論文にまとめた。 

 

 (2) 第二の目的に関しては、北スラウェシ
州の図書館や大学などの施設で資料収集を
行った。また、それぞれの言語が話されてい
る地域を回って、言語が話されている実態を
調べ、調査協力者を探した。その後、収集し
た資料を比較し、今後の歴史比較言語学的研
究の基礎を固めた。 

 

 (3) 第三の目的に関しては、社会言語学的
な調査票を作成し、Bantik 語、Talaud 語、
Tonsawang 語の三つの民族語の話者を 30 人
から 85 人を対象に、アンケートの回答を依
頼した。その結果を集計し、民族語の話者の
言語使用実態を調査した。 

  

 
４．研究成果 

(1) 第一の目的の成果について述べる。 
①Bantik語については平成20年度から22

年度にかけて、三回の現地調査を行った。こ
れらの調査で得た多くの民話の語りや自然
な会話の録音データと、映像データをできる
だけ文字データに起こし、記録として完成さ
せるよう努めた。Bantik 語に関しては、芸能
に関するデータも集めることができた。労働
をしながら歌う歌、祭りの時に歌う歌が採集
でき、踊りながら歌う姿は映像データとして
収録した。 

そのほか、Bantik 族と Talaud 族の葬式な
どの儀式においてどのような言語使用実態

があるかを映像データとして収集できた。 

 

また、談話データの分析を続行し、Bantik

語の文章に混入するインドネシア語の語彙
がどのようなものであるかの分析を行い、イ
ンドネシア語の談話との相違点について考
察 し た 。 ま た 、 方 向 を あ ら わ す 表 現
(directional)が多彩であるので、その追跡調
査を行い、論文にまとめた。 

 

②Talaud 語に関しては音声・音韻のデー
タを再度分析しなおし、アクセント体系につ
いての分析を行った。現地調査では、統語論
とテンス・アスペクト体系などに関して、深
い分析に耐えうるデータの収集を行った。 

 

③Bantik と Talaud に加え、他の研究者が
データを収集した Ratahan と先行文献が多
い Sangir 語の四つのサギル諸語を比較する
作業を続行した。また、ミナハサ諸語に関し
ては文献の収集を終え、次に調査対象とする
Tonsawan 語について、現地で先行調査を行
い、調査協力者を確保した。また、22 年度に
は本格的な調査を開始し、2000 語の基礎語
彙を収集し、併せてそれらの単語の音声デー
タおよび Tonsawang 族の居住環境や文化に
ついての談話データを収集した。 

 

(2) 第二の目的である、サギル諸語とミナ
ハサ諸語の比較について述べる。サギル諸語
には、 Bantik 語と Talaud 語のほかに
Ratahan 語、Sangir 語、Sangil 語の資料を
集めたが、それぞれの言語についての資料は
十分とは言いがたかった。Ratahan 語につい
ては大まかではあるが信頼にたる文法記述
がある。Sangir 語については音声の分析をは
じめ、民話などを Sangir 語の正書法で書い
た資料がある。そのほか、聖書も翻訳されて
いる。 

ミナハサ諸語のデータは、基礎的な文法記
述はあるが、十分に詳しい記述はないといっ
てよい。ただし、近年、Universitas Kristen 

Indonesia Tomohon 大学の民族語プロジェ
クトグループが聖書の部分訳を各言語で出
版しているので、それらの聖書部分訳を収集
した。このときには、それぞれの正書法を定
めていることがわかった。 

 

(3) 第三の目的の成果について述べる。 

①平成 20 年には各言語が話されている地
域で、インドネシア語マナド方言と少数民族
言語がどのような使用範囲を持っているか、
またそれぞれの言語に関するイメージなど
を調査し、社会言語学的な考察を行った。
Bantik 語と Talaud 語話者のそれぞれ 50～
60 代の男女と、20 代～30 代の話者に調査表
を記入してもらい、言語使用域および、単語



 

 

やインドネシア語から民族語への翻訳をお
願いし、言語能力をはかった。 

平成 21 年から 22 年にかけて、社会言語学
的調査を改良し、より多くの人々に記入して
もらった。Tonsawang 語では 30 人から回答
を得たが、Bantik 語と Talaud 語に関しては
80 名前後の回答を得たので、この種のアンケ
ートとしてはまずまずの数量となった。  

 

②これらの社会言語学的調査の結果、北ス
ラウェシ州においては、各市町村で観察され
るように、若い世代への民族語の伝達がなさ
れていないことが証明された。 

高齢の世代は、親・兄弟や配偶者と民族語
を主に用いて話しているが、若い世代になれ
ばなるほど、家庭内でも民族語を使用しなく
なる。その代わりに、インドネシア語のマナ
ド方言を使用する。 

高齢の世代は、自分とは異なる民族と話す
時にインドネシア語マナド方言を用いてき
たが、マナド方言に関しては有益なコミュニ
ケーションの道具ではあるものの、その威信
は高くないと考える傾向がある。しかし、若
い世代は、マナド方言の威信をより高いと考
える傾向にある。それは、祈りのときに使用
する言語として、高齢の世代がインドネシア
語の標準変種を用いるところ、若い世代はマ
ナド方言を多用する傾向があることからも
推測できる。 

しかし、高齢の世代も若い世代も、フォー
マルで公的な場においては、インドネシア語
標準変種を用いるし、正式な文書や学校教育
で作成する文章にはインドネシア語標準変
種を用いる。ただし、近年の注目すべき書き
言葉としては、ＳＭＳ（携帯電話による短文
メッセージ送信）に代表される簡略化したイ
ンドネシア語の口語表現をもとにしたもの
が注目される。これらの民族語話者も口語表
現を簡略化した独特のインドネシア語を用
いており、これが彼らの言語感覚と言語使用
にそれなりの影響を及ぼしていることが推
察できる。 
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